
報

蒜

整

準

1二
朋
弱

研

究

状

況

班

研

究

東

方

部

中
国
文
明
の
諸
源
流

班
長

林

巳
姦
夫

首
班
は
'

1
九
八
六
年
三
月
に
て
'
所
定
の
年
限
を
終

え
た
｡
研
究
費
表
の
成
果
を
ま
と
め
て
'
年
刊
誌

『古
史

春
秋
』
を
挙
行
､
一
九
八
四
'
八
五
年
に
'
創
刊
窮
､
第

二
親
を
出
し
た
の
に
つ
づ
い
て
､
一
九
八
六
年
八
月
に
は
'

第
三
坂
を
出
版
し
た
O
｢
諸
源
流
｣
斑
の
成
果
零
表
と
し

て
は
'
こ
の
第
三
鶴
が
最
終
鶴
で
あ
る
｡

古
史
新
設

姓
長

林

巳
姦
夫

地
下
か
ら
敬
掘
さ
れ
た
資
料
が
'
わ
れ
わ
れ
に
ど
の
よ

う
な
新
し
い
事
責
を
う
ら
づ
け
て
く
れ
る
の
か
t
と
い
う

テ
ー
マ
で
'
中
国
新
石
器
時
代
か
ら
'
秦
漠
ぐ
ら
い
ま
で

の
時
代
に
し
ぼ
っ
て
'
鉱
員
に
研
究
費
表
を
捨
嘗
し
て
い

た
だ
-
｡

一
九
八
六
年
四
月
賛
足
の
新
班
で
あ
る
｡
期
間

は
'
三
年
間
｡
出
版
元
の
好
意
に
よ
り
'
『
古
史
春
秋
』

誌
を
ひ
き
つ
づ
き
敬
行
で
き
る
み
こ
み
な
の
で
'
嘗
斑
の

成
果
も
'
随
時
同
誌
上
に
公
表
し
て

い
く
濠
定
で
あ
る
｡

石
刻
資
料
の
研
究

･
整
理

斑
長

梅
原

一
月
二
一
日

庸
昭
陵
李
孟
常
碑

愛
宕

一
月
二
八
日

奉
先
寺
度
合
那
併
轟
記

二
月

四
日

漠
代
豪
族
の
家
産
関
係
碑
文

桑

報

管
布
川

寛 元 郁

勝
村

哲
也

二
月

一
八
日

青
龍
鎮
関
係
碑
文
再
説

秋
山

元
秀

二
月
二
五
日

識
法
師
煩
慮
公
清
徳
文

砺
波

護

な
お
本
研
究
班
は
改
定
通
り
三
年
間
で
所
期
の
目
的
を

遺
し
て
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
｡

中
国
近
世
の
法
制
と
敢
曹

証
長

梅
原

郁

唐
代
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
中
国
の
法
制
は
､
い

わ
ゆ
る

｢律
令
制
度
｣
の
名
と
と
も
に
日
本
で
も
多
く
の

研
究
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
｡
ま
た
'
元
代
の
法
制
は

『
元
典
章
』
や

『
通
制
保
格
』
な
ど
を
通
し
て
本
研
究
所

で
も
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
た
｡
そ
の
中
間
に
あ

り
'
し
か
も
中
国
法
制
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
エ
ポ
ッ
ク

で
あ
る
宋
代
の
法
制
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も

十
分
に
究
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
に
く
い
｡
本
共
同
研

究
は
'
南
宋
の

『慶
元
候
法
事
類
』
と
'
最
近
そ
の
存
在

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
坂

『清
明
集
』
の
合
議
を

通
じ
て
､
律
令
時
代
か
ら
勅
令
時
代
へ
の
移
行
'
地
方
末

端
で
中
央
の
勅
令
が
ど
の
よ
う
に
具
健
的
に
運
用
さ
れ
て

い
た
か
等
の
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
鋭
角
か
ら
追
求
す
る
｡

さ
し
あ
た
り
'
毎
週
'
『
候
法
事
類
』
と

『清
明
集
』
を

交
瓦
に
讃
み
な
が
ら
'
そ
の
現
代
語
辞
と
詳
証
を
あ
わ
せ

て
作
成
し
て
ゆ
-
0

古
代
中
国
の
科
挙

班
長

山
田

慶
兄

前
年
に
ひ
き
つ
づ
き
'
新
出
土
資
料
の
多
い
暦
学
の
分

野
で
は

『黄
面
内
経
』
､
天
文
学
の
分
野
で
は

『
開
元
占

経
』
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
と
り
あ
げ
て
研
究
を
進
め

た
｡
成
果
は
逐
次

『東
方
学
報
』
に
額
表
す
る
像
走
で
あ

る
O標
記
の
期
間
に
行
な
わ
れ
た
研
究
敬
表
は
次
の
通
り
で

あ
る
｡

一
九
八
六
年

四
月
二
二
日

後
漠
時
代
の
天
文
撃
と
政
治
制
度
に

つ
い
て

新
井

曹
司

七
月

三
日

北
京
自
然
科
聾
史
研
究
所
の
活
動

張

駁
蒙

七
月

1
日

経
六
主
治
詮
の
変
遷

高
島

文

1

七
月
八

日

『
黄
]帝
内
荘
』
に
お
け
る
神
宮
の
論

村
上

嘉
賓

古
代
醸
造
に
お
け
る
禁
忌
小
林

清
市

七
月

1
五
日

『
素
問
』
標
本
病
停
論
の
時
刻
制
度

林

克

宋
元
明
時
代
養
生
書
管
見
-
導
引
書

を
中
心
に
-

坂
出

群
伸

九
月
三
〇
日

五
行
詮
と
雷

撃
の
計
量
化
山
田

慶
兄

二

月
二
五
日

第
三
同
日
韓
科
学
史
セ
ミ
ナ
ー
報

告

坂
出

群
仲

江
南
文
人
の
研
究

鉦
長

荒
井

健

八
四

･
八
五
の
両
年
度
に
わ
た
り
'
江
南
を
中
心
と
す

る
地
域
に
お
け
る
菅
中
国
の
文
人
の
車
術
的

･
文
化
的
生

活
に
つ
い
て
初
歩
的
な
検
討
を
行
っ
て
き
た
本
乾
は
'
八

六
年
三
月
を
以
て
研
究
終
了
｡
そ
の
間
'
班
員
の
報
告
十

三
同
の
ほ
か
'
並
行
し
て
作
製
中
の

｢長
物
志
｣
評
注
は

1
二
1
二
二
着
お
よ
び
七

･
十

1
巻

二

部
分
)
ま
で
'

｢
文
人
関
係
書
目
｣
(仮
題
)
は
改
定
項
目
の
牛
ば
ま
で
'

初
稿
が
完
成
｡
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
'
井
波
陵

一
･

六

〇
1



東

方

撃

報

､

大
卒
桂

一
の
清
朝
文
人
に
関
す
る
報
告
二
件
を
'
｢東

方

学
報
｣
本
筋
に
揖
載
?

文
人
の
生
活

班
長

荒

井

健

一
九
八
六
年
度
よ
り
向
う
五
年
の
橡
定
で
'
菖
中
国
の

文
人
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
'

｢江
南
文
人
の
研
究
｣
鼓

の
成
果
を
ふ
ま
え
'
精
神
的

･
物
質
的
南
面
か
ら
綜
合
的

な
検
討
を
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
目
的
で
､
本
研
究
班
を

饗
足
さ
せ
る
｡
膏
江
南
文
人
班
よ
り
は

一
層
虞
範

･
包
括

的
な
テ
ー
マ
を
あ
え
て
揚
げ
た
の
は
､
政
員
お
の
お
の
の

関
心
の
あ
り
よ
う
か
ら
し
て
'
研
究
封
象
を
む
し
ろ
限
定

し
な
い
ほ
う
を
よ
し
と
考
え
た
の
で
あ
る
｡
研
究
の
進
め

か
た
と
し
て
は
'
嘗
証
と
同
じ
く
'
下
記
の
と
お
り
各
分

野
の
報
告
と
並
行
し
て
､
十
七
世
紀

･
明
末
の
代
表
的
な

文
人
趣
味
文
献
た
る
文
震
亨

｢長
物
志
｣
の
合
筆
を
漬
け

る
｡
今
期
は
金
四
お
よ
び
七

(後
年
)
を
讃
了
し
た
｡

五
月
二
日

文
人
と
し
て
の
青
木
先
生
入
矢

義
高

1
0
月
二
四
日

文
人
と
鱒
操

三
浦

国
雄

二
月

7
四
日

清
朝
文
人
と
青
銅
器
凍
原

達
郎

一
二
月

一
九
日

文
人
と
隠
逸

茂
木

信
之

目
録
撃
の
諸
問
題

碇
長

尾
崎
雄
二
郎

今
年
度
よ
り

｢
日
銀
撃
の
諸
問
題
｣
狂
は
目
録
妊

(A

鑑
)
と
小
学
斑

(B
斑
)
と
に
分
け
ら
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
隔

週
に
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

先
ず
目
銀
鉱
で
あ
る
が
'
前
年
度
に
引
績
き
黄
玉
烈

『
士
薩
居
蔵
書
題
駿
記
』
の
合
議
を
進
め
た
｡
捨
嘗
者
は
'

井
波
陵

一
･
尾
崎
堆
二
部

･
清
水
茂

･
愛
甲
弘
志

･
宇
佐

美
文
理

･
寛
文
生

･
島

一
の
計
七
名
で
あ
っ
た
｡

小
学
斑
は
前
年
度
迄
の

｢漢
語
方
言
史
に
お
け
る
言
語

屠
問
題
｣
斑
を
事
実
上
引
き
棒
ぐ
も
の
で
'
今
年
度
の
研

究
額
表
者
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡

一
九
八
六
年

五
月

一
二
日

五
月

一
九
日

五
月
二
六
日

六
月

九
日

六
月
二
三
日

九
月
二
九
日

一
〇
月

一
三
日

1
1月
1
0
日

二
一月

八
日

持
形
期
の
中
国

｢伽
｣
と

｢
郡
｣
に
就
い
て
尾
崎
雄
二
郎

中
国
社
合
科
学
院
語
言
研
究
所
代
表

国
を
囲
ん
で
の
座
談
合

斐
馨
盈
韻
に
就
い
て

平
田

昌
司

詮
文
段
注
裏
所
見
古
今
字
搾
例

阿
辻

哲
次

日
本
語
の
音
節
構
造
の
歴
史
木
田

章
義

近
年
の

『中
原
音
韻
』
研
究
佐
々
木

猛

小
学
親
の
展
開

花
登

正
宏

古
文

･
籍
文
に
就
い
て
中
前

千
里

『
日
本
寄
語
』
に
就
い
て森

博
達

鉦
長

竹
内

薫

四
月
二
六
日

五
月

十
日

五
月
二
四
日

六
月
十
四
日

六

〇
二

日
中
国
の
最
近
の
世
相

辻

康
吾

一
九
八
五
年
の
文
聾
動
向

萩
野

備
二

胡
風
に
つ
い
て

小
山

三
郎

一
九
三
〇
年
代
初
期
の
ハ
ル
ビ
ン
文
壇

村
田

裕
子

最
近
の
長
編
小
説

阿
楓
邪
魔
宏

張
潔

｢重
い
つ
ば
さ
｣
に
つ
い
て
池
永

正
子

六
月
二
八
日

公
開
研
究
合

H
中
国
に
お
け
る
川
端
康
成

本
研
究
合
は
現
代
中
国
の
多
角
的
な
分
析
と
そ
の
綜
合

を
め
ざ
し
て
'
班
員
に
よ
る
研
究
報
告
を
つ
み
か
さ
ね
る

ほ
か
'
随
時
'
公
開
研
究
合
を
開
催
し
､
贋
範
囲
な
学
術

交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
る
.
八
六
年

1
月
よ
り
十
二
月
ま

で
の
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

三
月
八
日

小
島
朋
之
箸

『中
国
政
治
と
大
衆
路
線
』

に
つ
い
て

竹
内

賓

客
洞
に
つ
い
て

田
中

淡

目
現
状
分
析

中
国
の
新
感
覚
浜

中
国
の
教
育
改
革

九
月
二
七
日

公
開
研
究
合

口
毛
揮
兼
捜
し
て
十
年

日
中
国
奥
地
を
放
し
て

田
現
状
分
析

毛
揮
東
記
念
の
論
調

最
近
の
政
治
動
向

十

月
四
日

間

一
多

『律
詩
底
研
究
』

鄭
小
平
の
中
国

高

慧
勤

竹内
真

中島
勝
佐

竹
内

実

富
田

富夫

北
村

稔

小
島

朋
之

に
つ
い
て

梼
原

俊
代

伊
原
富
之
助

十

1
月
八
日

新
時
期
文
撃
の
1
特
色

I
On
om
a
to
p
e
ia

四
月
十
二
日

公
開
研
究
合

口
現
状
分
析

政
治
動
向

歴
史
学
界

小島
朋
之

狭間
直
樹

に
か
ん
し
て

陳
幹
に
つ
い
て

十
二
月
十
三
日

公
開
研
究
合

r
魯
迅
作
品
の
給
歪
化

目
現
状
分
析

萩
野

修
二

北
村

稔

竹
内

寛

新
時
期
文
学
の
な
か
の
女
性
像

辻
田

正
雄



精
神
文
明
の
決
議
に
つ
い
て
北
村

稔

国
民
革
命
の
研
究

班
長

狭
間

置
樹

木
研
究
班
は
へ
こ
の

l
年
間
'
引
き
績
き
五
四
運
動
か

ら
抗
日
戦
争
に
至
る
時
期
の
諸
問
題
を
'
各
斑
員
が
個
々

に
テ
ー
マ
を
設
定
し
研
究
敬
表
を
行
な
っ
て
き
た
｡
な
お
'

六
月
六
日
の
何
方
氏

(中
国
社
倉
科
撃
院
日
本
研
究
所
所

長
)
に
つ
い
て
は
'
社
食
科
学
院
院
長
胡
縄
氏
を
園
長
と

す
る
敢
倉
科
撃
院
代
表
圃
来
訪
の
際
'
公
開
の
研
究
合
と

し
て
講
演
を
依
観
し
た
も
の
で
あ
り
､

一
一
月
二
八
日
の

李
宗

一
氏

(中
国
社
倉
科
撃
院
近
代
史
研
究
所
副
所
長
)

の
講
演
は
'
神
戸
の
孫
文
研
究
合

(山
口
1
都
合
長
)
と

の
合
同
研
究
合
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

1
月
三

1
日

二
月

七
日

四
月

一
八
日

四
月
二
五
日

五
月

九
日

五
月

一
六
日

五
月
二
三
日

六
月

六
日

六
月

l
三
日

桑

中
国
合
作
運
動
の
創
始
と
初
期
活
動

菊
池

一
隆

国
故
整
理
と
樽
統
恩
憩
河
田

悌

一

試
論
北
洋
直
系
軍
閥
輿
英
美
関
係

婁

向
哲

北
洋
窯
業
新
政
下
に
お
け
る
天
津
の

商
工
業
者

林
原

文
子

国
民
革
命
の
精
蹄
的
前
提
H
狭

間
遁
樹

1
九
二

〇
-
三

〇
年
代
中
国
農
村
経

済
資

料
の
一
整
理
方
法川
井

悟

上
海
纏
商
合
と
全
国
商
合
聯
合
食

陳

来
車

中
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状

何

方

五
四
運
動
後
の
上
海
労
働
運
動
日

報

六
月
二

〇
日

六
月
二
七
日

七
月

四
日

七
月

1
1
日

九
月

一
九
日

九
月
二
六
日

一
〇
月
三
日

1
0
月

1
七
日

1
0
月
二
四
日

一
〇
月
三

一
日

1
1
月
二

1
日

一
一
月
二
八
日

江
田

憲
治

一
九
二

〇
年
代
の
東
北
文
壇
村
田

裕
子

上
海
各
路
商
界
練
聯
合
食
の
結
成
を

め
ぐ
っ
て

小
野

信
爾

第

1
次
国
共
合
作
の
終
需北
村

稔

M
a
y
lin
g
S
o
o
n
g
‥

A
m
eric
a.s

F
a
ir
y
ta
le

a
b
ou
t

Ch

in

a

L
a
ur
el
R

h
o

d
e
s

孫
文
と
呉
錦
堂
財
閥

中

村

哲

夫

孫
文
の
非
常
大
練
統
就
任森

時
彦

二

1
簡
保
問
題
と
孫
文
松
本

英
紀

五
省
革
命
協
合

瓜
章
程
V
の
思
想
と

そ
の
背
景

石

田

米
子

新
世
紀
と
天
義
に
お
け
る
女
性
解
放

思
想

内
藤

明
子

民
国
期
四
川
の
瞳
業
の
販
路
問
題

森

紀
子

圃
故
整
理
再
論

河
田

悌

1

民
初
中
国
政
局
輿
衰
世
凱李

宗

1

1
二
月

五
日

江
蘇
省
の
合
作
事
業

菊
池

1
隆

帯
の
文
化

(第
二
期
)

敦
長

柳
田

聖
山

嘗
研
究
班
は

一
九
八
六
年
三
月
末
日
を
も

っ
て
'

一
期

二
期
合
わ
せ
て
七
年
に
及
ぶ
活
動
を
終
了
し
た
o
そ
の
間
'

｢
辞
林
僧
賛
侍
｣
三
十
巻
の
静
注
を
完
了
す
る
と
共
に
､

庶
く
辞
に
か
か
わ
る
文
化
史
的
諸
問
題
を
考
え
て
来
た
｡

さ
し
あ
た
っ
て
は
､
そ
の
成
果
報
告
と
し
て
テ
キ
ス
ト
巻

五
ま
で
の
静
注
を
公
刊
す
る
橡
定
で
あ
る
｡

大
朝
道
教
の
研
究

斑
長

吉
川

忠
夫

茅
山
蔽
道
教
の
大
成
者
と
目
さ
れ
る
陶
弘
景

(四
五
六

-
五
三
六
)
は
､
両
帝
末
'
玄
儒
文
史
に
わ
た
る
幅
震
い

教
養
と
薬
草
に
関
す
る
精
確
な
知
識
と
を
も
と
に
､
塞
嬢

に
降

っ
た
道
教
の
神
々
の
お
告
げ
を
分
渠
整
理
し

『展

詰
』
七
篇
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
る
｡
本
年
四
月
に
番
足
し

た
嘗
研
究
班
は
'
現
存
す
る

『寅
誰
』
二
十
番
の
合
講
を

通
し
て
六
靭
道
教
の
賓
相
を
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

所
の
内
外
よ
り
約
二
十
名
の
参
加
を
得
､
こ
れ
ま
で
に
斯

書
の
解
題
拍
部
分
で
あ
る
巻
十
九

二

1十
を
讃
み
お
え
'

現
在
欝

一
巻
の
辞
註
作
業
を
経
緯
中
で
あ
る
｡

大
朝

･
障
唐
時
代
の
蓮
俳
論
争

斑
長

吉
川

忠
夫

唐
の
道
宣
編

『贋
弘
明
集
』
の
合
講
を
通
し
て
'
嘗
該

時
代
に
於
け
る
沸

･
道
南
敦
の
封
立
と
融
合
の
諸
相
を
究

明
し
て
き
た
本
研
究
班
は
'
三
月
に
て
終
了
｡
そ
の
成
果

の

1
部
と
し
て
､
北
周
の
髄
鷺
が
著
し
た

｢笑
道
論
｣
の

辞
誌
を
敬
表
す
る
橡
走
で
あ
る
｡

中
国
貴
族
制
融
合
の
研
究

班
長

砺
波

護

八

1
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
嘗
研
究
狂
は
'
本
年
三
月

を
も

っ
て
終
了
し
た
｡
途
中
'
八
四
年
四
月
､
川
勝
義
雄

班
長
の
逝
去
と
い
う
不
慮
の
事
態
に
み
ま
わ
れ
た
が
へ
砺

波
護
社
長
の
も
と
'
故
川
勝
班
長
の
遺
志
を
つ
い
で
橡
定

の
研
究
活
動
を
そ
の
ま
ま
続
行
し
た
｡
終
了
後
'
粧
員

1

八
名
の
論
考
を
あ
つ
め
て
出
版
す
る
論
文
集

『中
国
貴
族

制
社
食
の
研
究
』
は
'
五
年
に
わ
た
る
研
究
班
の
成
果
で

あ
る
と
と
も
に
､
そ
こ
に
思
い
牛
ば
で
逝

っ
た
川
勝
班
長

へ
の
追
悼
の
意
を
こ
め
る
｡

1
月
二
二
日

唐
代
藩
鏡
と
都
市

長
部

焼
弘

二
月

五
日

ふ
た
つ
の
刑
徒
蓋

富
谷

至

二
月

一
九
日

束
管
中
期
の
商
人
裏
門
屠

都
築

晶
子

六
〇
三



東

方

学

報

中
国
中
世
の
文
物

班
長

砺
波

護

近
年
'
中
国
で
陸
唐
と
零
表
さ
れ
る
出
土
文
物
は
'
文

献
史
料
に
限
界
を
感
ず
る
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め

て
い
る
｡
同
時
代
資
料
た
る
様
々
な
文
物
の
研
究
は
'
正

史
の
如
き
編
纂
史
料
を
補
い
'
あ
る
い
は
訂
正
す
る
だ
け

で
な
く
'
未
知
の
研
究
億
域
を
開
拓
す
る
糸
口
と
も
な
り

得
る
｡
本
研
究
鉦
は
'
中
国
の
中
世

(こ
こ
で
は
大
ま
か

に
秦
漠
代
か
ら
唐
末
に
至
る
贋
い
時
代
を
指
す
)
の
'
停

世
品
を
含
む
様
々
な
出
土
文
物
を
紹
介
し
て
そ
の
歴
史
的

意
義
を
検
討
し
､
研
究
の
視
野
を
贋
げ
て
い
-
こ
と
を
目

的
と
し
て
､

l
九
八
六
年
四
月
よ
り
五
年
間
の
像
定
で
敬

足
し
た
｡
所
の
内
外
か
ら
三
〇
名
近
い
鉱
員
の
参
加
を
得

て
'
隔
週
水
曜
日
に
文
物
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
報
告
が

行
わ
れ
て
い
る
｡
初
年
度
は
十
二
月
ま
で
に
十
名
の
班
員

に
よ
っ
て
'
石
刻
や
器
物
銘
な
ど
文
字
資
料
を
は
じ
め
'

明
器
や
壁
蓋
､
都
城
虻
の
分
析
､
さ
ら
に
は
最
新
の
敬
掘

ニ
ュ
ー
ス
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
至
る
ま
で
'
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

行
歴
偲
博
に
み
見
る
中
央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド

班
長

乗
山

正
造

一
九
八
六
年
二
月

一
〇
日
'
二
四
日
に
お
け
る

『慈
恩

樽
』
金
五

(鳥
錐
国
よ
り
長
安
郊
外
締
着
ま
で
)
の
合
管

を
も
っ
て
'
三
年
に
わ
た
る

『大
唐
大
慈
恩
寺
三
戒
法
師

侍
』
(巻

1
よ
り
巷
五
ま
で
)
の
検
討
を

7
慮
終
了
し
た
｡

諸
分
野
に
わ
た
る
尊
家
の
提
言
を
ふ
ま
え
'
現
代
語
欝
と

語
注

･
内
容
牲
と
を
公
刊
す
べ
く
準
備
中
で
あ
る
｡

四
-
八
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド班
長

東
山

正
造

一
九
八
六
年
四
月
か
ら
五
年
計
量
で
開
始
し
た
こ

の
研

究
の
目
標
は
'
『高
僧
停
』
･
『練
高
借
侍
』
の
欝
経

第
に

み
え
る
併
恰
停
記
を
検
討
し
て
表
記
時
代
に
お
け
る
こ
の

地
方
の
史
料
を
得
る
こ
と
'
お
よ
び

『往
五
天
竺
囲
停
』

･
『悟
茎
行
紀
』
を
精
密
に
解
読
す
る
こ
と
に
あ
る
｡
四

月
か
ら
着
手
し
た
の
は

『往
五
天
竺
国
侍
』
の
精
講
で
'

テ
キ
ス
ト
は

『敦
煙
遺
書
』
第

1
集
の
影
印
本
を
も
と
に
'

羽
田
･
フ
ッ
ク
ス
･
藤
田
を
参
照
し
っ
つ
'
現
代
語
辞
と

こ
れ
を
う
わ
ま
わ
る
江
粋
と
を
作
り
つ
つ
あ
る
｡
本
研
究

は

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
接
近
し
た
時
期
を
扱
う
関
係
か
ら
'

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
中
央
ア
ジ
ア
･
西
ア
ジ
ア
史
の
尊
家

に
も
協
力
を
あ
お
い
で
い
る
〇
四
月
か
ら

1
二
月

1
五
日

ま
で
に
1
庶
講
了
し
た
の
は
冒
頭
か
ら
南
天
竺
ま
で
の
記

事
で
あ
る
｡

日

本

部

近
代
日
本
の
政
治
運
動

社
長

古
屋

哲
夫

こ
の
研
究
班
は
尊
王
擾
夷
運
動
か
ら
昭
和
初
期
の
社
食

運
動
ま
で
'
近
代
日
本
の
諸
種
の
政
治
運
動
を
比
較
研
究

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
政
治
運
動
が

生
起
す
る
候
件
に
は
'
政
治
健
制
の
集
権
化
'
譲
合
の
制

度
化
'
政
賞
政
治
の
進
展
'
種
々
の
敢
含
集
園
の
政
治
化

な
ど
の
政
治
構
造
の
変
化
が
あ
る
が
､
こ
う
し
た
襲
動
に

よ
っ
て
生
成

･
展
開
し
て
く
る
政
治
運
動
を
比
較

･
検
討

す
る
観
鮎
と
し
て
'
運
動
の
親
綴
'
綱
領
の
作
成
'
財
政

基
盤
'
組
緬
指
導
の
あ
り
方
等
を
と
り
あ
げ
へ
政
治
連
動

に
共
通
す
る
特
質
を
さ
ぐ
り
'
同
時
に
近
代
日
本
の
政
治

そ
の
も
の
の
特
徴
を
追
求
す
る
｡

国
民
文
化
の
成
立
‥
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
相

牡
長

飛
鳥
井
雅
道

本
研
究
班
も
い
よ
い
よ
最
終
的
な
取
り
ま
と
め
の
段
階

に
入
り
'
各
報
告
も
そ
れ
を
意
識
し
た
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
｡
封
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
治
二
十
年
前
後
の
'

六
〇
四

帝
国
憲
法
敬
布
と
初
期
譲
合
'
そ
し
て
日
清
戟
学
か
ら
保

約
改
正
へ
と
至
る
時
期
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
状
況
を
さ
ま

ざ
ま
な
側
面
'
す
な
わ
ち
政
府
輿
薫
と
民
薫
､
貴
族
院
と

衆
議
院
､
中
央
と
地
方
'
国
内
政
策
と
外
交
'
欧
化
と
国

粋
と
い
っ
た
種
々
の
封
立
と
妥
協
あ
る
い
は
融
和
と
い
う

有
機
的
な
運
動
と
し
て
と
ら
え
直
す
｡
各
論
が
報
告
書
に

お
い
て
は
さ
ら
に
有
効
に
か
ら
み
あ
っ
て
'
ト
ー
タ
ル
な

時
代
状
況
の
把
操
と
解
析
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
｡

一
九
世
紀
の
文
明
史
的
研
究

班
長

横
山

俊
夫

人
類
史
に
お
い
て
7
九
世
紀
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
?

こ
の
問
い
へ
の
答
え
を
'
嘗
時
の
情
報
停
播
技
術
と
諸
文

明
の
態
様
と
の
連
関
と
い
う
視
軸
か
ら
さ
ぐ
っ
て
い
る
｡

二
年
近
い
討
論
を
経
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
は
'

1

九
世
紀
に
お
け
る
多
様
な
過
去
の
復
興
で
あ
る
｡
世
俗
化

･
合
理
化

･
大
衆
化
な
ど
を
強
調
し
が
ち
で
あ
っ
た

〝
一

九
世
紀
的

一
九
世
紀
像
″
と
は
別
の
も
の
が
見
え
は
じ
め

て
い
る
｡

日
本

･
東
方

･
西
洋
各
部
か
ら
の
所
内
班
員
に
加
え
'

本
年
は
客
員
と
し
て
ケ
ン
ブ
-
ッ
ジ
大
草
の
C

･
ブ
ラ
カ

博
士
'
カ
-
フ
ォ
ル
こ
ア
大
挙
の
F

･
ノ
ー
ト
ヘ
ル
フ
ァ

教
授
､
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
草
の
B
･
パ
ウ
エ
ル
博
士
を

迎
え
た
.
な
お
'
隔
週
の
研
究
敬
表
ご
と
に
'

1
九
世
紀

の
異
文
化
髄
験
資
料
の
紹
介
を
併
せ
行
な
っ
て
い
る
｡

西

洋

部

[
八
世
紀
ヨ
I
tI
ツ
パ
の
空
間
認
識
班
長

樋
口

謹
株

一
八
世
紀
は
'
そ
れ
ま
で
の
閉
じ
た
世
界
か
ら
脱
げ
出

そ
う
と
す
る
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
'
無
限
の
成
長
に
請

け
る
歴
史
の
時
代

1
九
世
紀
と
も
ま
た
違
っ
た
様
相
を
も



つ
時
代
で
あ
る
｡
本
研
究
は
'
こ
の
時
代
の
経
験
し
た
基

間
認
識
の
大
幅
な
摸
大
と
変
化
を
､
自
然
的

･
社
食
的

･

シ
ン
ボ
ル
的
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
お
い
て
あ
と
づ
け
'

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
を
浮
彫
り

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
ま
で
の

個
別
報
告
は

｢
多
様
性
の
シ
ス
テ
ム
｣
と
い
う
共
通
項
を

示
し
て
お
り
'
現
在
そ
れ
を
軸
に
し
た
研
究
成
果
の
練
合

を
急
い
で
い
る
｡

諸
宗
教
の
比
較
論
的
研
究

班
長

山
下

正
男

本
研
究
は
'
キ
リ
ス
ト
教
'
イ
ス
ラ
ム
教
'
併
数
'
ヒ

ン
ズ
ー
教
'
道
教
'
神
道
'
各
種
民
間
宗
教
を
研
究
封
象

と
す
る
｡
研
究
方
法
は
文
献
学
的
方
法
と
フ
ィ
ー
ル
ド
･

ワ
ー
ク
的
方
法
を
併
用
す
る
｡

粧
員
は
前
掲
の
諸
宗
教
の
う
ち
の
一
つ
ま
た
は
二
つ
の

専
門
家
で
あ
っ
て
､
各
人
は
研
究
合
の
場
で
､
自
己
の
分

野
の
専
門
的
知
識
を
提
供
す
る
と
と
も
に
､
他
の
分
野
の

専
門
家
と
共
同
し
て
比
較
研
究
に
努
め
る
｡
そ
の
場
合
'

各
宗
教
の
も
つ
重
層
性
に
留
意
す
る
｡
重
屠
性
と
は
'
紳

畢
レ
ベ
ル
'
儀
産
レ
ベ
ル
'
民
俗
学
的
レ
ベ
ル
か
ら
な
る

重
層
性
を
意
味
す
る
｡
そ
し
て
比
較
に
際
し
て
は
こ
の
三

つ
の
レ
ベ
ル
の
混
同
を
避
け
る
よ
う
に
努
め
る
｡

本
研
究
の
最
終
目
標
は
'
諸
宗
教
の
比
較
に
よ
っ
て
'

宗
教

一
般
の
蹄
納
法
的
定
義
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
｡

国
家
の
比
較
史
的
研
究

班
長

中
村
賢
二
部

本
研
究
で
は
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
申

･
近
世
の
国
家
を
主
た

る
封
象
と
L
t
ま
た
日
本
､
中
国
､
西
ア
ジ
ア
と
の
比
較

も
考
慮
し
な
が
ら
'
前
近
代
社
食
に
お
け
る
国
家
の
諸
相

を
明
ら
か
に
し
た
い
｡
そ
の
社
園
的
編
成
の
原
理
'
諸
身

分
と
国
家
と
の
関
係
'
王
横
の
も
つ
象
徴
機
能
'
同
時
代

人
の
国
家
観
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
権
力
統

合
髄
と
し
て
の
中

･
近
世
国
家
の
性
格
を
浮
彫
り
に
し
よ

嚢

報

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
従
来
ま
で
の
一
国
史
的
税
鮎
に

も
と
づ
-
国
制
史
､
静
態
的
な
解
封
主
義
論
な
ど
と
は
異

な
っ
た
方
法
論
を
模
索
し
て
お
り
'
ま
た
現
在
'
各
時

代
'
地
域
に
つ
い
て
の
個
別
報
告
の
蓄
積
が
行
な
わ
れ
て

い
る
｡

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
研
究

班
長

多
田
道
太
郎

本
研
究
班
は

1九
八
五
年
'
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『意
の
花
』

註
樺
研
究
斑
を
母
髄
と
L
t
そ
れ
を
引
継
ぐ
形
で
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
｡
『
藩
の
花
』
全
註
樺
は
十
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
研
究
を
継
続
し
た
も
の
だ
が
'
本
年
三
月
'
漸

く
に
し
て
研
究
成
果
を
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
全
二

金
'
千
六
百
頁
に
及
ぶ
大
部
の
註
粋
は
世
界
で
も
初
め
て

の
こ
と
で
'
国
内
は
も
と
よ
り
'
海
外
か
ら
も
注
目
を
浴

び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
喜
び
に
た
え
な
い
｡

前
年
度
は
し
た
が
っ
て
註
粋
刊
行
の
た
め
に
も
っ
ぱ
ら

本
研
究
班
の
精
力
が
注
が
れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
､
今
年

度
は
註
樺
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
'
班
員
各
自
が
自
己
の
研

究
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
O
豊
富
な
知
識
の
蓄
積
を

も
と
に
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
新
た
な
全
健
像
が
浮
び
上
っ
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
｡

民
族
誌
記
述
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

斑
長

谷

泰

一
九
八
六
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
本
研
究
斑
は
､
か
つ

て
行
な

っ
た
人
類
学
方
法
論
の
研
究
以
来
志
向
さ
れ
て
き

た
t
よ
り
科
撃
的
経
験
主
義
的
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
の
デ

ー
タ
ー
蒐
集
お
よ
び
デ
ー
タ
ー
庭
理
の
方
法
の
深
化
と
と

も
に
'
嘗
該
封
象
と
す
る
文
化
世
界
の
認
識
と
思
考
の
仕

方
に
よ
り
そ
っ
て
'
人
び
と
の
行
動
を
い
か
に
記
述
す
る

か
'
そ
の
方
法
を
追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡

も
ち
ろ
ん
こ
の
追
求
は
'
文
化
に
魔
じ
て
異
な
る
か
た

ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
現
箕
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
､
そ
の

国
有
性
に
慮
じ
て
読
み
解
-
と
い
う
作
業
か
ら
開
始
さ
れ
､

一
般
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
ま
ず
各
参

加
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
魔
じ
た
'
問
題
の
提
出
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
'
各
斑
員
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
デ

ー
タ
ー
に
魔
じ
た
'
方
法
上
の
疑
問
鮎
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
が
'
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
｡
ま
た
機
能

主
義
や
構
造
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
等
へ
の
反
省
的
討
議
も

並
行
的
に
な
し
た
｡
今
後
し
ば
ら
く
は
'
民
族
誌
記
述
の

方
法
を
め
ぐ
る
最
近
の
諸
説
を
紹
介
検
討
す
る
｡

客

員

部

門

明
清
時
代
の
国
家
と
杜
骨

班
長

岩
見

宏

研
究
額
表
を
も
っ
て
合
を
進
め
て
い
る
｡
題
目
は
以
下

の
通
り
｡

一
九
八
六
年

1
月
二
一
日

一
月
二
八
日

二
月

四
日

四
月
二
二
日

五

月
六
日

五
月

7
三
日

五
月
二
〇
日

五
月
二
七
日

晴
代
後
期
の
財
政
に
つ
い
て岩
井

茂
樹

明
菜
紹
興
府
に
お
け
る
救
荒
に
つ
い
て

藤
田

佳
美

清
代
の
紳
士
-
常
熟
豚
骨
氏
の
場
合

山
根

幸
夫

自
然

･
必
然

･
寓
物

一
題
-
呂
坤

『坤

吟
語
摘
』
を
題
材
に

三
浦

秀

一

明
末
江
南
郷
神
の
具
髄
例
-
南
樽
鏡

の
荘
氏
に
つ
い
て

渡
島

敦
俊

王
靖
の
洋
務
運
動
論

村
尾

進

一
五
六
七
年
海
禁
解
除
以
後
の
福
建

外
聞
み
ど
り

門
銀
か
ら
地
銀
へ
-
華
北
の
一
僕
鞭

法
に
つ
い
て

谷
口
規
矩
雄

六
〇
五



東

方

学

報

六
月

三
日

清
代
安
徽
米
の
流
通
に
-つ
い
て

六
月

7
0
日

六
月

7
七
日

六
月
二
四
日

七
月

1
日

九
月
三
〇
臥

7
0
月

七
日

7
0
月

7
四
日

7
0
月
二

7
日

7
0
月
二
八
日

二

月

四
日

二

月

二

日

二

月

7
八
日

一
一
月
二
五
日

1
二
月

二
日

一
二
月

九
日

山
本

進

晴
代
中
期

所
謂
三
省
交
界
地
帯
に
お

け
る
移
住
民
社
食
の
展
開
-
嘉
慶
白

蓮
数
反
乱
研
究
序
詮

山
田

資

五
人
の
基

福
本

雅

一

復
牡
と
幾
牡
の
停
統

呉

傑

中
国
前
近
代
国
内
市
場
私
見狭
間

箇

樹

清
初

(順
治
期
)
政
治
史
試
論
北
村

敬
竜

清
末
の
保
嬰
合
運
動

夫
馬

進

清
代
四
川
の
移
民
経
常
森

紀
子

『明
代
遼
東
櫓
穿
粟
編
』
を
め
ぐ

っ
て

岡
野

昌
子

『清
明
集
』
よ
り
見
た
南
宋
社
食

梅
原

郁

『北
京
風
俗
国
語
』
に
つ
い
て

寺
田

隆
信

明
清
江
南
市
鏡
と
郷
村
の
都
市
化
に

つ
い
て
1-
明
清
江
南
市
鎖
研
究

の
1

山
西
の
宗
教
史
蹟

乾
隆
の
銭
貴

藻
草
の
成
立

焚

樹
志

竺
沙

雅
章

黒
田

明
仲

井
上

進

成
化
元
年
庶
富
士
散
館
に
つ
い
て

阪
倉

篤
秀

個

人

研

究

東

方

部

1
九
三
〇
年
代
の
中
国
文
学

中
国
音
韻
史
の
研
究

殻
周
文
物
の
考
古
学
的
研
究

中
国
の
詩
学

中
国
古
代
の
暫
撃
と
思
想

宋
代
の
官
僚
制
度

六
朝
障
唐
精
神
史

障
唐
紅
合
史
研
究

五
四
時
期
に
お
け
る
中
国
配
合
主
義
の
研
究

プ
レ
=
イ
ス
ラ
ム
期
中
央
ア
ジ
ア
の
考
古
学

中
国
中
世
土
地
所
有
制
の
研
究

六
朝
道
教
思
想
研
究

古
代
中
国
に
お
け
る
説
話
停
承
の
研
究

中
国
美
術
の
造
形
と
意
味

中
国
建
築
の
様
式

･
技
法

･
姦
間

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
中
国
社
食

中
国
中
世
近
世
の
給
葺
史

東
北
作
家
の
文
撃

周
代
金
文
の
研
究

イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る
論
理
思
想
の
展
開

明
清
学
術
史
の
研
究

1
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
勢
働
運
動

封
書
資
料
に
よ
る
藻
琴
音
韻
史
研
究

明
末
清
初
士
大
夫
思
想
研
究

中
国
古
代
都
市
論

竹
内

箕

尾
崎
雄
二
郎

林

巳
姦
夫

荒
井

健

山
田

慶
兄

六
〇
六

漢
唐
間
に
お
け
る
天
文
尊
と
文
化

日

本

部

日
本
近
代
文
化
史
の
研
究

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
研
究

廟
藩
置
麻
の
研
究

植
民
地
経
済
の
研
究

新
井

曹
司

飛
鳥
井
雅
道

古
屋

哲
夫

佐
々
木

克

山
本

有
造

文
化
史
お
よ
び
文
明
史
と
し
て
の
国
民
国
家
の
形
成

横
山

俊
夫

梅
原
吉
川
嘱
波

数
間

直
樹

小 変 勝 乗
南 谷 村 山
曾
布
川

田
中

佐 三 林 江 井 赤 洩 村 嘗 杉
原 浦 田上 松 原 田 守 山

康 秀 武 意 明 達 裕 法 正 一 邦 哲 正
夫 - 寛 治 達 彦 都 子 子 明 淡 寛 郎 夫 也 進

日
本
近
世
社
食
に
お
け
る
政
治
権
力

政
治
文
化
の
中
の
社
食
理
論

近
代
天
皇
制
成
立
過
程
の
研
究

日
本
帝
国
主
義
の
経
済
構
造

日
本
の
近
代
建
築

日
本
近
代
文
聾
の
研
究

近
代
日
本
形
成
期
に
お
け
る
地
域
構
造

西

洋

部

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
つ
い
て

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の

〝脱
出
″
に
つ
い
て

ド

イ
ツ
宗
教
改
革
史

西
洋
論
理
思
想
史

社
食
的
相
互
行
為
の
解
読

近
代
社
食
と
家
族

フ
ラ
ン
ス
散
文
詩
の
研
究

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

イ
ン
ド
世
界
の
儀
樽
の
研
究

群
衆
現
象
の
社
合
撃

プ
ル
ー
ス
ト
の
草
稿
研
究

藤
井

譲
拾

山
室

信

1

鈴
木

群
二

杉
本

俊
宏

井
上

章

一

平
田

由
美

奥
村

弘

樋
口

謹

一

多
田
道
太
郎

中
村
賢
二
邸

山
下
谷阪
上
宇
佐
美

前
川
井
狩
富
永
天
野

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
二
世
紀
の
論
理
撃
と
意
味
論
岩
熊

社
食
構
造
の
概
念
に
関
す
る
社
食
哲
学
的
考
察洩
田

正
男泰孝斉

和
也
蒲
介
茂
樹
史
郎

幸
男彰



西
洋
中
世
政
沿
恩
憩
史

民
族
接
鯖
と
異
文
化
の
相
互
作
用

甚
野

伶
志

細
川

弘
明

東
方
部
研
究
曾

二
月

一
二
日

王
義
之
の

｢官
｣
奴
帖

三
日

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
文
化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
さ
と
新
し
さ

二
月
二
六
日

三
月

一
二
日

四
月

〓
ハ
日

｢発
表
時
代
の
鐘
辞
と
三
分
換
金
法
｣

凍
原

達
郎

｢帝
を
象
徴
す
る
国
像
｣
林

巳
姦
夫

『『静
室
』
考
｣

吉
川

忠
夫

｢嘗
黄
に
つ
い
て
｣

井
汲

陵

一

｢龍
門
石
窟
に
お
け
る
唐
代
造
像
の
諸

開
所
記
念
公
開
講
演
含

一
九
八
六
年

二

月

一
六
日

最
後
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

中
国
庭
園
の
原
型

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
-
ひ
と
つ
の
詩

中
村
賢
二
邸

於

本
館
大
合
議
董

井
上

章

1

田
中

淡

多
田
道
太
郎

問
題
｣

｢魯
迅
在
北
京
倣
官
｣

東
方
学
報
58
筋
書
評

1
0
月

八
日

7
0
月
二
二
日

1
1
月

五
日

H

月

一
九
日

7
二
月

三
日

井
波
論
文
許

小
南
論
文
許

宮
等
論
文
辞

林
論
文
静

夜
原
論
文
辞

狭
間
論
文
評

曾
布
川
論
文
評

小
野
論
文
評

曾
布
川

寛

竹
内

賓

尾
崎
雄
次
郎

林

武
箕

佐
原

康
夫

砺
波

護

新
井

曹
司

三
浦

秀

一

荒
井

健

吉
川

忠

夫

停
年
退
官
教
授

講
演
曾

一
九
八
六
年
三
月
二
〇
日

午
後
三
時於

風
流
'
風
雅
'
風
狂

本
館
大
合
議
室

柳
田

堂
山

事

業

概

況

夏
期
講
座
-
融
合

･
技
術

･
人
間
-

一
九
八
六
年
八
月

一
日

明
治
前
期
の
地
域
散
骨

村
合

へ
ー

於

本
館
大
合
議
茎

-
村
寄
合
か
ら
町

奥
村

弘

一
九
八
六
年
度
漢
籍
槍
営
職
員
講
習
骨

〔漢
籍
電
算
庭
理
〕
は
'
本
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
九
月
八
日
よ
り
同
月

一
二
日
ま
で
'
そ
れ

ぞ
れ
次
の
通
り
行
な
わ
れ
た
｡

八
日

漢
字
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授
星
野

聡

東
洋
草
文
献
楽
日
の
編
纂
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

(講
義
)

東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
柴
山

守

都
築

澄
子

入
出
力
資
料
作
成

(章
習
)

九
日

東
洋
撃
文
献
類
目
の
計
算
機
庭
理

(
I
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官
村
尾

義
和

入
出
力
実
習

一〇
日

計
算
機
入
門

(講
読
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授
島
崎

寅
昭

入
出
力
実
習

二

日

情
報
検
索

(論
議
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
I
助
手

渡
追

豊
英

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
J･
ワ
ー
ク

(講
読
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
講
師

飯
田

記
子

計
算
機
の
入
出
力

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授
金
樺

正
憲

入
出
力
賓
習

一
二
日

附
属
囲
書
館
見
学

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
見
撃

東
洋
学
文
献
類
目
と
漠
薄
目
鐘
の
電
算
化
(講
義
)

勝
村

哲
也

質
疑
鷹
答

l
九
八
六
年
度
漢
籍
操
営
職
員
講
習
曹

文
部
省
と
本
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

に
よ
り
'
〔初
級
〕
は
､

1
1
月

1
七
日
か
ら
同
月
二
二

日
ま
で
､
次
の
通
り
行
な
わ
れ
た
｡

二

月

1
七
日

漢
籍

(講
義
)

四
部
分
類

(講
義
)

尾
崎
堆
二
郎

滋
賀
大
草
講
師

井
波

陵

一

｢政
治
社
食
｣
史
と
い
う
見
方
に
つ
い
て

山
室

信

i

l
l日

清
末
の
青
銅
器
収
蔵
家
た
ち

洩
原

達
郎

〟

河
野

典

東
洋
学
文
献
類
目
の
計
算
機
庭
理

(二
)
桶
谷
猪
久
夫

二

月

一
八
日

目
録
法
(
I

)

(

講
義
)

参
考
書
誌

解

題

(

講
義
)

箕

習

H

月

一
九
日

目
録
法
(Fj
)

(

講
義
)

茸

習

1
1
月
二
〇
日

地

誌
六

〇
七

田
中

久
子

沼
浮

博

田
中

久
子

井
上

進



東

方

学

報

賓

習

H

月
二
l
日

新
筆
書

賓

習

7
7
月
二
二
日

質
疑
魔
答

江
田

憲治

尾
崎

勝
村

井
波

江
田

所

員

動

静

o

柳
田
聖
山
教
授

(東
方
部
)
は
'
停
年
退
官

(
一
九
八

六
年
三
月
三

l
日
付
)
京
都
大
草
名
著
教
授
の
稗
親
を

授
輿

(四
月

一
日
付
)
0

o
竹
内

実
数
授

(東
方
部
)
は
'
嘗
研
究
所
長
に
就
任

し
'
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任
｡

o

山
室
信

一
東
北
大
学
助
教
授

(文
学
部
附
属
日
本
文
化

研
究
施
設
)
は
'
嘗
研
究
所
助
教
授
に
配
置
換

(日
本

部
)
0

o

奥
村

弘
氏
を
助
手

(日
本
部
)
､
新
井
曹
司
､
佐
原

康
夫
両
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(以
上
四
月

一

日
付
)
0

o

岩
見

宏
神
戸
大
学
文
聾
部
教
授
は
'
併
任
教
授
に

(東
方
部
)
｡

o

井
上
輝
夫
慶

慮
義
塾
大
草
経
済
畢
郡
助
教
授
は
'
非
常

勤
講
師

(日
本
部
)
0
(以
上
比
較
文
化
研
究
部
門
'
八

五
年
四
月

一
日
～
八

七

年
三
月
三

一
日
)
｡

○

井
波
陵

1
助
手

(東
方
部
)
は
'
滋
賀
大
学
教
育
学
部

講
師
に
昇
任

(四
月

1
0
日
付
)
o

o

東
山
正
進
助
教
授

(東

方
部
)
は
､
教
授
に
昇
任

二

1
月

1
日
付
)
0

o

山
本
有
造
助
教
授

(日
本
部
)
は
'

一
月
五
日
成
田
敬
'

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
I
バ
-
研
究
所
で
張
公
樺
文

書
の
調
査
及
び
資
料
収
集
を
終
え
'
同
月
二
四
日
蹄
国
｡

o

富
永
茂
樹
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
三
月

1
日
成
田
額
'

パ
-
市
内
'
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
内
'
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市

内
で
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
'
フ
ラ
ン
ス

国
立
園
舎
固
書
館
で
資
料
収
集
を
終
え
､
四
月
五
日
席

国
｡

o
宇
佐
美

奔
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
三
月

一
二
日
伊

丹
敬
'
パ
-
第
七
大
草
'
国
立
囲
書
館
'
ジ
ャ
ク

･
ド

ゥ
-
セ
文
庫
等
で
フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
研
究
の
た
め
秒
調

査

及
び
資
料
収
集
し
､
六
月
二
七
日
7
且
蹄
国
'
再
度

七
月
同
大
学
で
研
究
を
終
え
'
八
月
二
七
日
蹄
国
｡

o

林

巳
姦
夫
教
授

(東
方
部
)
は
'
四
月

1
日
伊
丹
番
'

カ
ナ
ダ
の
王
立
オ
ン
タ
-
オ
美
術
館
､
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
'
フ
ォ
グ
博
物
館
等
で
中
国
青
銅
器
時
代
遺
物
の
研

究
を
終
え
'
五
月

一
一
日
帝
国
｡

O
山
田
慶
兄
教
授

(東
方
部
)
は
'
六
月
九
日
伊
丹
敬
'

中
国
上
海
近
郊
の
馬
鞍
山
市
に
お
い
て
'
上
海
国
際
問

題
研
究
所
と
鍵
合
研
究
開
敬
機
構
と
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ェ

ム

｢
ア
ジ
ア
･
太
平
洋
地
域
の
驚
展
と
二
1
世
紀
に
向

う
日
中
関
係
｣
に
出
席
し
'
同

1
八
日
蹄
国
o

o

浅
田

彰
助
手

(西
洋
部
)
は
'
六
月

二

日
伊
丹
敬
'

オ
ー
ス
ト
-
ア
国
営
放
逸
-
ン
ツ
放
逸
局
で

｢
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
文
化
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
講
演
'
パ
-

第
八
大
草
'
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
草
で
研
究
資
料
収
集
を

終
え
'
七
月
三
日
蹄
国
｡

o
岩
熊
幸
男
助
手

(西
洋
部
)
は
､
七
月

二

日
伊
丹
敬
'

パ
-
国
立
囲
書
館
'
ド
イ
ツ
東
邦
共
和
国
バ
イ
エ
ル
ン

州
立
囲
書
館
等
で
中
世
論
理
学
と
-
に
1
二
世
紀
ポ
ル

フ
ユ
リ
オ
ス
の

｢
イ
サ
ゴ
-
ゲ
-
｣
に
関
す
る
未
刊
宮

本
の
校
閲

･
研
究

･
資
料
収
集
を
終
え
'
九
月

一
五
日

掃
国
｡

｡

山
本
有
造
助
教
授

(日
本
部
)
は
'
八
月

1
0
日
伊
丹

六
〇
八

額
'
チ
チ
ハ
ル
市
の
斉
斉
槍
か
師
範
学
院
で
中
日
関
係

史
第
五
攻
撃
術
研
討
合
に
出
席
し
'
吉
林
省
社
食
科
学

院
'
遼
寧
大
学
等
で
資
料
収
集
を
終
え
'
八
月
二
六
日

蹄
国
｡

O
杉
山
正
明
助
手

(東
方
部
)
は
､
五
月
二
四
日
伊
丹
敬
'

内
蒙
古
大
草
蒙
古
史
研
究
所
､
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
挙
､

フ
ラ
ン
ス
国
立
園
書
館
'
大
英
園
書
館
'
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ァ
ニ
ア
大
学
等
で
モ
ーン
ゴ
ル
l帝
国
史
に
関
す
る
学
術
交

流
を
し
､

1
九
八
七
年
三
月

1
四
日
帝
国
橡
定
｡

○

甚
野
倫
志
助
手

(西
洋
部
)
は
'
ハ
ー
バ
ー
ド

･
エ
ン

チ
ン
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
'
八
月
二
1
日
伊

丹
敬
､
同
研
究
所
'
ケ
ン
プ
-
ッ
ジ
大
学
園
書
館
'
ハ

ノ
ー
フ
ァ
ー
大
草
囲
書
館
で
､
西
洋
中
世
史
と
-
に
中

世
敢
合
史
に
関
す
る
研
究
を
L
t

1
九
八
七
年
八
月
二

〇
日
蹄
国
後
走
｡

○
前
川
和
也
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
国
際
研
究
集
合
汲

遣
研
究
員
と
し
て
八
月
二
三
日
伊
丹
敬
'
ス
イ
ス
国
ベ

ル
ン
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
九
同
国
際
経
済
史
学

合
古
代
中
東
部
合
に
お
い
て

｢
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
に

お
け
る
食
料
支
給
'
賃
金
及
び
経
済
ト
レ
ン
ド
｣
の
報

告
'
大
英
博
物
館
で
古
代
オ
-
エ
ン
ト
経
済
史
に
関
す

る
資
料
を
収
集
し
'
九
月

l
五
日
韓
国
｡

｡
谷

秦
教
授

(西
洋
部
)
は
'
八
月
三
〇
日
成
田
零
､

連
合
王
国
の
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
大
学
で
世

界
考
古
学
合
議

に
出
席
し
'
九
月
七
日
韓
国
｡

o
乗
山
正
造
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
九
月

1
七
日
伊
丹

顎
'
中
国
社
倉
科
畢
院
世
界
歴
史
研
究
所
､
北
京
大
学

考
古
系
に
お
い
て
中
央
ア
ジ
ア
考
古
研
究
状
況
を
視
察

の
の
ち
'
新
彊
地
方
に
お
け
る
横
寺
遺
跡
の
立
地
に
関

す
る
研
究
調
査
を
終
え
'

1
0
月

1
三
日
蹄
図
.

0

曽
布
川

寛
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
九
月
三
〇
日
伊



丹
替
'
徐
州
市
博
物
館
'
九
龍
山
漠
基
､
益
都
博
物
館

等
で
中
国
美
術
の
調
査
'
資
料
収
集
を
終
え
'

1
0
月

二
〇
日
廃
園
｡

o

竹
内

賓
教
授

(東
方
部
)
は
'

一
〇
月
二
〇
日
成
田

額
'
中
国
社
含
科
学
院
文
学
研
究
所

の
招
請

で
芙
蓉
賓

館
で
行
な
わ
れ
た

｢魯
迅
と
中
外
文
化
｣
学
術
討
論
合

で
報
告
'
討
論
を
終
え
'
同
月
三
〇
日
原
国
｡

o

狭
間
直
樹
教
授

(東
方
部
)
は
'

二
月
二
日
伊
丹
曹
'

中
山
大
草
'
孫
中
山
記
念
堂
で
孫
中
山
研
究
国
際
学
術

討
論
合
に
参
加
し
'
同
月

一
五
日
蹄
国
｡

o
勝
村
哲
也
助
教
授

(東
方
部
)
は
'

二

月

1
八
日
伊

丹
替
'
墓
北
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
情
報
管
理
技

術
自
動
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
'
同
月
二
1
日
帝

国
｡

○

浅
田

彰
助
手

(西
洋
部
)
は
'

1
二
月
九
日
伊
丹
督
'

フ
ラ
ン
ス
国
立
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
･
ボ
ン
ピ
ド
ゥ
-
車
術
文

化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
日
本
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講

演
を
し
､
同
月

一
八
日
蹄
国
｡

･
倉
田
淳
之
助
名
巻
所
員

(八
四
才
)
は
'
四
月

1
1
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
｡

外
国
人
研
究
員

(比
較
融
合
客
鼻
部
門
)

F
red
N
oteh
etferカ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
草
歴
史
聾
部
数
授

明
治
初
期
の
知
識
人
た
ち
の
研
究
受
入
教
官

飛
鳥
井
教
授

期

間

1
九
八
六
年
三
月
七
日
～
同
年

1
二
月
三

7

日

外
国
人
研
究
員

(日
本
寧
客
員
部
門
)

C
arm
en
B
lack
er

ケ
ン
プ
-
ッ
ジ
大
草
上
級
講
師

嚢

報

南
方
熊
楠
と
イ
ギ
リ
ス

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期

間

一
九
八
六
年
二
月

一
日
～
同
年
五
月
三
一
日

B

rian
P
ow
e
E
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部
講
師

近
代
京
都
南
座
史
の
研
究

受
入
数
官

横
山
助
教
授

期

間

八
月

二

日

-
1九
八
七
年
四
月
三
〇
日

〇
本
撃
招
碑
外
国
人
聾
者

受
入
れ
要
項
に
よ
り
'
本
研
究

所
に
お
い
て
共
同
研
究
に
参
加
す
る
外
国
人
学
者
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
｡

W
i11em
Jan
B
oot

ラ
イ
デ
ン
大
草
教
授

徳
川
家
康
の
神

格
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期

間

i
月

1
日
～
八
月
三
一
日

趨

政
男

敢
含
主
義
政
治
文
化

高
麗
大
草
校
政
経
大
数
授

受
入
教
官

樋
口
教
授

期

間

三
月

一
日
～
一
九
八
二
年
二
月
二
八
日

Joh
n
C
h
afFee

-ニ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
草
助
教
授

宋
代

政
治
制
度
の
研
究

受
入
教
官

梅
原
教
授

期

間

九
月

1
日
-
1
九
八
七
年
八
月
三

1
日

B

ardw
ell
L
eith
S
m
ith
カ
ー
ル
ト
ン
･
カ
レ
ッ
ジ
教
授

水
子
供
養
の
茸
態
調
査
お
よ
び
歴
史
研
究

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期

間

九
月

1
日

-
1
九
八
七
年
六
月
三
〇
日

陳

俊

民

駅
西
師

範
大
草
副
車
長

日
本
に
お
け
る
中
国
思
想
史
研
究
の
歴
史
と
現
状

受
入
教
官

吉
川
教
授

期

間

二

月

1
日
-
1
九
八
七
年

1
月
三
1
日

江

藍

生

中
国
社
合
科
学
院
語
言
研
究
所
助
理
研
究

負
言
語
史
と
近
代
漢
語
文
献

受
入
数
官

尾
崎
教
授

期

間

1
二
月

一
七
日

-
1
九
八
七
年

1
二
月

1
七

日

外
国
人
共
同
研
究
者

R
ein
h
ard
H
.E
m
m
erich

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
研
究
員

漠
代
文
化
の
研
究

受
入
教
官

変
谷
助
教
授

期

間

五
月
七
日

～
一
九
八
七
年
四
月
三
〇
日

0
本
撃
研
修
員
規
程
に

より
'
本
研
究
所
に
お

い
て
研
修

す
る
外
国
人
研
修
員
と
そ
の
題
目
は
攻
の
と
お
り
で
あ

る
｡

L
es-ie

Pincus

シ
カ
ゴ
大
学
院
生

九
鬼

周
蓮
に
お
け
る
美
的
形
式
お
よ
び
文
化
の
意
義
に

関
す
る
思
想
史
的
研
究

指
導
教
官

飛
鳥
井
教
授

期

間

三
月

一
七
日

～
一
九
八
七
年
三
月

一
六
日

R
ob
ert
H
.
S
h
arf

､､､
シ
ガ
ン
大
学
院
生

初
期
禅
宗
の
思
想

指
導
教
官

吉
川
教
授

期

間

四
月

l
日

～
7
九
八
七
年
三
月
三

1
日

Lotb
ar
A
･
F
a-k
en
h
a
usen

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
助
手

中
国
周

時
代
(青
銅
時
代
末
期
)
の
考
古
学

指
導
教
官

林

教
授

期

間

四
月

一
日

～
九
月
三
〇
日

M
esn
il
E
velyn
e

パ
リ
第
七
大
草
院
生

萄
国
宗
教
線
量
の
研
究

指
導
教
官

荒
井
教
授

期

間

四
月

1
日
-
1
九
八
七
年
三
月
三
1
日

K
rieg
esk
o
rte
M
a
gn
us
六
〇
九

ボ
ン
大
学
院
生



東

方

学

報

近
代
日
中
交
渉
史

指
導
教
官

狭
間

教
授

期

間

四
月
九
日
-
1
九
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